
ぼ
く
た
ち
、

　
　

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
、

　
　
　
　

新
『
長
島
町
』
が
ス
タ
ー
ト　
　
　

。

( 平成 18 年度 )
２００６



歴史・文化・伝統を継承し
　　輝かしい発展の第一歩を踏み出す

長島町役場の開庁式

長島町役場指江庁舎の開庁式

１１７年ぶりに
統　合

が
発
足

新
生

　
　３月２０日、東町と長島町が新設（対等）合併し、新
『長島町』が誕生しました。当日の朝は、春の訪れを感
じさせる光の中にもピンと張り詰めた冷たい空気が吹き
抜け、新町の門出に心地よい緊張感を与えました。
　新『長島町』は、明治２２年の町村制実施に伴い、長
島郷が東長島村と西長島村に２分されてから、１１７年
ぶりに統合されました。
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員
ら
約
１
０
０
人
を
前
に「
新
生『
長

島
町
』
は
海
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か

な
地
域
で
す
。
住
民
と
行
政
が
手
を

携
え
、
知
恵
と
工
夫
に
よ
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
脇
田
副
知
事
は
「
地

域
の
特
性
を
十
分
に
生
か
し
、
合
併

し
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
ほ
し
い
」
と

伊
藤
祐
一
郎
知
事
の
祝
辞
を
代
読
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
旧
２
町
の
町
長
ら
が
指

江
庁
舎
に
移
動
し
て
、
午
前
８
時
10

分
か
ら
長
島
町
役
場
と
同
様
の
セ
レ

モ
ニ
ー
を
挙
行
。
銘
板
序
幕
や
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
、
く
す
玉
割
り
で
新
町
の

ス
タ
ー
ト
を
祝
い
ま
し
た
。

県
内
唯
一
の
分
庁
方
式

　

県
内
の
「
平
成
の
大
合
併
」
18
カ

所
の
う
ち
、
唯
一
、
旧
町
役
場
そ
れ

ぞ
れ
に
総
合
支
所
的
機
能
を
持
た
せ

る
分
庁
方
式
を
選
択
し
た
新
『
長
島

町
』
の
開
庁
式
は
、長
島
町
役
場
（
旧

東
町
役
場
）
と
指
江
庁
舎
（
旧
長
島

町
役
場
）
の
２
カ
所
で
時
間
を
ず
ら

し
て
開
催
。
長
島
町
役
場
で
は
、
午

前
７
時
５
分
か
ら
庁
舎
玄
関
前
駐
車

場
で
、
島
崎
親
雄
町
長
職
務
執
行
者

や
川
添
健
旧
東
町
長
、
脇
田
稔
副
知

事
、
旧
町
議
会
議
員
ら
が
出
席
し
て

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

島
崎
町
長
職
務
執
行
者
は
新
町
職

県
最
北
端
の
町

　

鹿
児
島
県
最
北
端
に
位
置
す
る

『
長
島
町
』
は
、４
つ
の
有
人
島
（
長

島
・
伊
唐
島
・
諸
浦
島
・
獅
子
島
）

と
大
小
18
の
無
人
島
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

四
方
を
東
シ
ナ
海
や
八
代
海
、
長

島
海
峡
な
ど
の
海
に
囲
ま
れ
、
自
然

豊
か
で
、
歴
史
、
文
化
、
伝
統
の
あ

る
こ
の
町
の
人
口
は
１
万
２
５
４
８

人
（
平
成
18
年
３
月
19
日
現
在
）。

面
積
は
１
１
６
・
１
５
平
方
㌔
㍍
と

な
り
ま
し
た
。

　◆合併までのあゆみ

　平成１６年７月６日
　　　長島地区合併協議会発足
　平成１６年８月１２日
　　　第１回長島地区合併協議会開催
　平成１６年１１月２５日
　　　新町の名称が『長島町』に決定
　平成１７年１月１３日
　　　合併期日を平成１８年３月２０日と承認
　平成１７年３月９日
　　　合併協定調印式
　平成１７年３月２５日
　　　鹿児島県知事へ廃置分合申請書提出
　平成１７年７月２１日
　　　鹿児島県知事が廃置分合決定書を交付
　平成１７年８月１６日
　　　総務大臣告示（告示第９９２号）
　平成１７年１０月３１日
　　　町章決定
　平成１８年３月１９日
　　　長島地区合併協議会廃止
　平成１８年３月２０日
　　　『長島町』誕生

くす球を割って新町誕生を祝う平成１７年３月２５日、知事へ廃置分合申請書を提出

合併調印を祝い、知事を交えて握手する両町代表者

調印書に調印する旧東町長 調印書に署名する旧長島町長

国旗と町旗

3　広報ながしま



庁舎案内図
指江庁舎

１F

２F

長島分遣所

建設課

町長室

会計課

総合管理課 水道課

農林課

耕地課

教育委員会

教育長室

教育委員会

農業委員会
事　務　局

農業委員会
会　長　室

学校教育課

分　室

車庫

正面玄関応接室

給湯室

女子トイレ

女　子

警備室 機械室

書庫

障害者トレイ

女　子
トイレ

更衣室

男子トイレ

男　子
更衣室

図書室交換室

倉庫

金庫 倉庫 書庫

男　子
トイレ

ロビー

大会議室

放送室 印刷室

第２会議室 電算室

農業委員
控　　室

書庫

給湯室

女子トイレ

男子トイレ

教育総務課

大会議室

会議室

１階窓口の風景

２階の教育委員会学校教育課
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EV

水産商工課

議　　長
議　会

企画財政課

企画財政課
事業推進課

町長室 総務課 助役室

税務課

保健衛生課
会計課

保健衛生課

教育委員会
教育総務課
分　　　室

事務局
副議長室

町民福祉課

議　　場

議員控室

防災無線室

監査委員室

庁議室
委員会室

　（３）

委員会室

　（１）

委員会室

　（２）

青少年
研修室

研修室

大会議室

執
行
部
控
室

応接室

女子更衣室

書庫

電話交換室

倉庫

図書館

EV

図書準備室

会議室

教育相談室

正面玄関

ホール

書庫 書庫
ロビー

老　人

調理室

婦人室

EV

EV

EV

EV

宿直室

書庫 書庫 町民相談室

ロッカールームATM
女　子
トイレ トイレ

トイレ

トイレ

女　子

男　子

男　子

女子トイレ

男子トイレ

女子
トイレ トイレ

男子

女子トイレ

男子トイレ

女子
トイレ

トイレ
男子

図書室

電　算　室

長島町役場
庁舎案内図

１F

２F

３F

正面玄関からの風景

庁
舎
２
階
に
あ
る
総
務
課

障害者
トイレ

障害者
トイレ

長島町開発総合センター

長島町開発総合センター

長島町開発総合センター
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小川　慶太
山口　博之

教育総務課長　　　　　　　石本　康則
課長補佐兼教育管財係長　　山下　幸雄

課長補佐兼教育総務第一係長　福山　眞人
主幹兼教育総務第ニ係長　　松下　恵子

教育総務課教育長教育委員会

学校教育課長　　　　　　　松元　正勝
参事兼学校教育係長　　　　本田　勝郎

課長補佐　　　　　　　　　深川　晴久学校教育課

社会教育課長　　　　　　　石橋　建治
参　事　　　　　　　　　　山口　昭則
参事兼課長補佐兼社会体育係長　 児玉　新一
社会教育第一係長　　　　　植田　秀樹

文化係長　　　　　　　　　塚田　斉章
主　事　　　　　　　　　　小城　忠弘
主　事　　　　　　　　　　増田　広成
主　事　　　　　　　　　　尾　　洋光

社会教育課

総合管理課長　　　　　　　飯尾　洋己
参事兼管理係長兼戸籍住民係長　 山口　敏幸
参事兼町民福祉係長　　　　町田せつえ
参事兼保健衛生係長　　　　児島　博文
課長補佐兼税務係長　　　　福永　輝美
主幹兼国保・介護係長　　　中間くるみ
水産商工係長　　　　　　　　田　光夫

総合管理課 主　査　　　　　　　　　　竹田　知美
主　査　　　　　　　　　　小屋　昭彦
保健技師　　　　　　　　　江口　幸子
主　事　　　　　　　　　　飯尾智恵子
主　事　　　　　　　　　　　田　将尚
主　事　　　　　　　　　　山口富美子

農林課長　　　　　　　　　石塚　政廣
参　事　　　　　　　　　　林　　義明
課長補佐兼農政第一係長　　　田　好昭
課長補佐兼農村振興第一係長兼施設係長　林　　公一
技術補佐兼農村振興第二係長　浦　　義弘
主幹兼管理係長　　　　　　瀬戸山良子
主幹兼林務第一係長　　　　久保　美徳

農林課 主幹兼林務第二係長　　　　川畑　秀紀
主幹兼畜産第一係長　　　　瀬ノ口順一
主幹兼畜産第二係長　　　　北園　弘行
農政第二係長　　　　　　　脇田　高洋
農政第三係長　　　　　　　椎原　洋樹
主　事　　　　　　　　　　岩塚　大作

耕地課長　　　　　　　　　　玉　高志
参　事　　　　　　　　　　山　　晴行
参事兼技術補佐兼工務第一係長　 馬場　正春
参事兼課長補佐兼管理係長　児玉　健二
参事兼技術補佐兼工務第二係長　 児玉　任光

耕地課 技術補佐兼工務第三係長　　小森　芳裕
主幹兼事業係長　　　　　　　元　秀記
主幹兼計画調整係長　　　　滝下　勇人
主　事　　　　　　　　　　米尾　定固

建設課長　　　　　　　　　大堂　定憲
参　事　　　　　　　　　　中村　澄夫
参　事　　　　　　　　　　湯田　　豊
参事兼用地第一係長　　　　　木　和美
参事兼工務第一係長　　　　前田　米生
課長補佐兼管理係長　　　　大平　洋光
技術補佐兼建築係長　　　　山下　光弘

建設課 主幹兼用地第二係長　　　　城戸　隆也
主幹兼工務第二係長　　　　大堂　充博
主幹兼工務第三係長　　　　　田　健二
主幹兼工務第四係長　　　　久保　良昭
主幹兼工務第五係長　　　　畠中　　保
主　事　　　　　　　　　　中村　朋之

水道課長　　　　　　　　　山　　友喜
課長補佐兼管理第一係長　　畠中　陽一
主幹兼水道第一係長　　　　岩切　秀利
主幹兼水道第二係長　　　　大西　藤男

水道課 主幹兼管理第二係長　　　　竹本　浩憲
主幹兼下水道係長　　　　　林　　幸弘
主　任　　　　　　　　　　湯田　雄介

養護老人ホーム長生園長　　増田　　繁
副園長　　　　　　　　　　前　　香ニ
主幹兼事務係長　　　　　　長岡　留美
看護技師　　　　　　　　　　田めぐみ
栄養士　　　　　　　　　　大西　頼子
主任寮母　　　　　　　　　松村　絹江

長生園 寮　母　　　　　　　　　　瀬　　夢路
寮　母　　　　　　　　　　児島　明美
寮　母　　　　　　　　　　赤瀬さゆり
寮　母　　　　　　　　　　門元　孝子
調理員　　　　　　　　　　外山　のり
調理員　　　　　　　　　　登尾むつえ

平尾診療所長　　　　　　　三角　芳文診療所 歯科医師　　　　　　　　　竹田　智郎

参事兼会計課分室出納係長　　湯田あけみ会計課分室 主幹兼会計課分室用度係長　　瀬戸口一美

農業委員会事務局長　　　　赤瀬　正洋
係　長　　　　　　　　　　大西　康文

事務局 主　事　　　　　　　　　　田中　智広農業委員会

参事兼鷹巣学校給食センター次長　 川下　　孝学校給食センター 参事兼指江学校給食センター次長　 大平　達也

城川内小学校用務員　　　　久保久美子
川床小学校用務員　　　　　滝下　淳子
田尻小学校用務員　　　　　堀野　澄子
平尾中学校用務員　　　　　山下みつえ
鷹巣中学校用務員　　　　　瀬戸上美春
川床中学校用務員　　　　　中村　志保

学　校 城川内幼稚園教諭　　　　　坂口つみ子
城川内幼稚園教諭　　　　　小園美和子
幣串幼稚園教諭　　　　　　　玉美和子
鷹巣幼稚園教諭　　　　　　　田　孝子
鷹巣幼稚園教諭　　　　　　　道　美和

杉原　　修
追田　博徳

阿久根地区消防組合へ派遣北薩広域行政事務組合へ派遣

指江庁舎

指江庁舎全景
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総務課長　　　　　　　　　下平　隆康
参事兼合併対策第一係長　　迫口　　稔
課長補佐兼文書法制係長　　大川　一成
課長補佐兼行政係長　　　　　玉　　誠
主幹兼財産管理係長　　　　　田　照幸
主　幹　　　　　　　　　　立山　安正
主幹兼合併対策第二係長　　杉原　幸弘

主幹兼職員係長　　　　　　長岡　勇二
主幹兼庶務係長　　　　　　畠中　恵美
主幹兼消防防災係長　　　　岩下　友成
主幹兼交通安全係長　　　　池上　栄司
主　任　　　　　　　　　　牧　　祐治
主　任　　　　　　　　　　　上　　潮
主　査　　　　　　　　　　江口　欣ニ

企画財政課長　　　　　　　谷村　良文
参事兼広報統計係長　　　　飯尾千美枝
課長補佐兼企画調整係長　　宮脇　道夫
課長補佐兼財政第一係長　　前田　益久
主幹兼電算係長　　　　　　田中　耕策

財政第二係長　　　　　　　小島　博文
主　任　　　　　　　　　　平薮　太喜
主　査　　　　　　　　　　瀬ノ口政輝
主　事　　　　　　　　　　濱口　高文

税務課長　　　　　　　　　平田　一郎
課長補佐兼町民税第一係長　東　日出生
課長補佐兼管理徴収第一係長　桐野　徹朗
主幹兼町民税第二係長　　　竹之内逸郎
主幹兼管理徴収第三係長　　上原　幸子
固定資産税係長　　　　　　村上　繁己

国民健康保険税係長　　　　乾　三紀夫
管理徴収第二係長　　　　　中村　勝博
主　査　　　　　　　　　　児島　忠光
主　任　　　　　　　　　　小　　裕二
主　事　　　　　　　　　　荒田あけみ
主　事　　　　　　　　　　豊田　宏光

町民福祉課長　　　　　　　浦底　信市
参　事　　　　　　　　　　田中　　悟
課長補佐兼戸籍住民係長　　山崎修一郎
主幹兼社会福祉係長　　　　宮脇　良二
主幹兼年金係長兼児童福祉係長　 立山　茂盛

主幹兼老人福祉係長　　　　牧　　一弘
主　任　　　　　　　　　　川畑　幸治
主　事　　　　　　　　　　毛利　里子
主　事　　　　　　　　　　二階堂智子
主　事　　　　　　　　　　上　　晃盛

保健衛生課長　　　　　　　坂口　　登
参　事　　　　　　　　　　関　　俊則
参事兼保健係長　　　　　　大西　恵子
課長補佐兼国保第一係長　　岩切　　豊
主幹兼環境衛生係長兼管理係長　 中村　若栄
主幹兼国保第二係長　　　　坂元　耕作
主幹兼介護保険係長　　　　上原　弘子

主幹兼老人保健係長　　　　有馬　秀二
主　査　　　　　　　　　　町口　真浩
主　事　　　　　　　　　　石橋　純一
主　事　　　　　　　　　　中元　豊人
保健技師　　　　　　　　　瀬ノ口恵子
保健技師　　　　　　　　　小川　陽子
保健技師　　　　　　　　　中橋奈緒美

水産商工課長　　　　　　　川　　　一
参事兼工務第一係長　　　　浦　　弘成
次長兼水産種苗センター係長　山内　達也
課長補佐兼管理係長　　　　塩見　義光
課長補佐兼水産係長　　　　松田　宗之

主幹兼工務第二係長　　　　石橋　久信
商工観光係長　　　　　　　山下　俊弘
主　査　　　　　　　　　　上口　茂則
主　事　　　　　　　　　　二階堂　晃

事業推進課長　　　　　　　林　　誠治
参事兼耕地係長　　　　　　上原　健造
課長補佐兼農林第一係長　　浜田　幹男
主幹兼管理係長　　　　　　山口　敦子
主幹兼水道係長　　　　　　小城　久義

主幹兼農林第二係長　　　　　玉　修二
主幹兼建設係長　　　　　　　　　知明
主　査　　　　　　　　　　久保　　修
主　任　　　　　　　　　　小崎　徹也

診療所事務長　　　　　　　前田　　　
事務係長　　　　　　　　　中西みさえ

診療放射線技師　　　　　　田中　義朗
主　任　　　　　　　　　　飯尾　公徳

会計課長　　　　　　　　　福山　清幸
会計係長　　　　　　　　　木ノ上フエ子

主　任　　　　　　　　　　長元　勝弘

総務課参事　　　　　　　　平　　幹雄
総務課参事　　　　　　　　中尾　朋子

総務課主幹　　　　　　　　本田　　満

選挙管理委員会書記長（兼務）　下平　隆康 書　記（兼務）　　 　　　　牧　　祐治

総務課参事（兼務）　　　 　平　　幹雄
総務課参事（兼務）　　　 　中尾　朋子

総務課主幹（兼務）　　　　 本田　　満

主　事　　　　　　　　　　波戸　秀雅

総務課

企画財政課

税務課

町民福祉課

保健衛生課

水産商工課

事業推進課

診療所

会計課

議　会

監査委員会

選挙管理委員会

教育総務課分室

事務局

事務局

事務局

参事兼教育総務課分室教育総務係長　山角　耕三

助　役町　長

収入役

長島町組織機構図 長島町役場

長島町役場全景
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長
島
町
の
指
定
金
融
機
関
に
鹿
児

島
い
ず
み
農
業
協
同
組
合
（
上
野
時

義
代
表
理
事
組
合
長
）が
指
定
さ
れ
、

３
月
20
日
、
長
島
町
役
場
応
接
室
で

調
印
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
は
、
同
組
合
や
収
納
代

理
金
融
機
関
（
鹿
児
島
相
互
信
用
金

庫
・
鹿
児
島
県
信
用
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
東
町
支
店
・
日
本
郵
政
公
社

九
州
支
社
）、
町
関
係
者
ら
が
見
守

る
中
、
島
崎
親
雄
町
長
職
務
執
行
者

と
上
野
組
合
長
が
、
指
定
金
融
機
関

の
指
定
と
そ
の
事
務
取
扱
い
に
関
す

る
契
約
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

指
定
金
融
機
関
は
、
税
金
な
ど
の

収
納
や
事
業
者
へ
の
公
金
支
払
い
な

ど
の
事
務
を
、
現
金
の
取
扱
い
に
最

も
熟
知
し
て
い
る
金
融
機
関
が
一
括

し
て
代
行
す
る
も
の
で
す
。

　

長
島
町
役
場
と
指
江
庁
舎
の
会
計

課
内
に
設
置
さ
れ
た
公
金
取
扱
所
で

は
、
指
定
金
融
機
関
か
ら
派
遣
さ
れ

た
職
員
が
、
公
金
の
収
納
お
よ
び
支

払
い
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

公
金
取
扱
所
の
業
務
時
間
は
、
土

曜
・
日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
（
支
払
業
務

は
午
後
３
時
）
ま
で
で
す
。

　指定金融機関
　鹿児島いずみ農業協同組合
　本所・各支所・各出張所
　長島町役場公金取扱所
　収納代理金融機関
　鹿児島相互信用金庫
　鹿児島県信用漁業協同組合連合会東町
　支店（東町漁業協同組合内）
　九州管内の郵便局（沖縄県を除く）

新町指定金融機関に
業務時間

午前８時３０分～午後５時
　　　　　　　　　　　　　　　（支払業務は午後３時まで）

 鹿児島いずみ農協が

町と金融機関の代表者が契約書に調印

指江庁舎の公金取扱所

企画財政課　内線 1253　会計課　内線 1153
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介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
支
援
）

　

介
護
予
防
の
相
談
や
「
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
計
画
書
」
の
作
成
な
ど
を

行
い
ま
す
。

総
合
相
談
支
援

　

介
護
保
険
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
制
度
や
地
域
団
体
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
総
合
的
な
支
援
を
行
い
ま

す
。

権
利
擁
護

　

高
齢
者
の
人
権
や
財
産
を
守
り
ま

す
。
た
と
え
ば
、
成
年
後
見
制
度
の

手
続
き
支
援
や
虐
待
、
消
費
者
被
害

の
早
期
発
見
・
防
止
な
ど
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
支
援

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
た
り
、
困
難
事
例
に
つ

い
て
助
言
し
た
り
し
て
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
後
方
支
援
を
行
い
ま
す
。

ご
相
談
く
だ
さ
い

○
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
や
そ
の

家
族
、
近
隣
に
暮
ら
す
方
の
介

護
に
関
す
る
悩
み
や
問
題
に
対

応
し
ま
す
。
介
護
に
関
す
る
相

談
や
心
配
ご
と
、
悩
み
以
外
に

も
、
健
康
や
福
祉
、
医
療
に
関

す
る
こ
と
な
ど
、
幅
広
く
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。

高
齢
者
の
自
立
を
支
援
し
ま
す

○
介
護
保
険
で
要
支
援
１
・
２

と
認
定
さ
れ
た
方
は
、
介
護
保

険
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
ま
す
。

○
支
援
や
介
護
が
必
要
と
な
る

お
そ
れ
の
高
い
方
や
自
立
し
た

生
活
を
し
て
い
る
方
な
ど
は
、

町
が
行
う
介
護
予
防
事
業
を
利

用
で
き
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
ま
す

○
み
な
さ
ん
を
支
え
る
地
域
の

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
指
導
や
支

援
の
ほ
か
、
高
齢
者
の
み
な
さ

ん
に
と
っ
て
よ
り
暮
ら
し
や
す

い
地
域
に
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
の
権
利
を
守
り
ま
す

○
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
て
い

く
う
え
で
、
発
生
す
る
様
々
な

問
題
を
防
止
し
、
安
心
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
専
門
的
、
継

続
的
に
支
援
し
ま
す
。

支
援
セ
ン
タ
ー
っ
て
ど
ん
な

と
こ
ろ
？

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
長

島
町
役
場
保
健
衛
生
課
内
に
設
置

し
、
高
齢
者
を
対
象
に
、
介
護
予
防

や
相
談
な
ど
総
合
的
な
支
援
を
行
い

ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
に
は
、
保
健
師
、
社
会

福
祉
士
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
が

配
置
さ
れ
、
チ
ー
ム
を
組
ん
で
高
齢

者
を
支
援
し
ま
す
。

ど
ん
な
支
援
を
し
て
く
れ
る

の
？

地域包括支援センター　内線 1162・1163

長島町役場内に設置された地域包括支援センター
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 税目　     　　　納付月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11 月 12 月

軽自動車税 全期

固定資産税 １期 ２期 ３期 ４期

町県民税 １期 ２期 ３期 ４期

国民健康保険税 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期

介護保険料 (普通徴収 ) １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期

納期限 5月 1日 5月 31 日 6月 30 日 7月 31 日 8月 31 日 10 月 2日 10 月 31 日 11 月 30 日 12 月 28 日

税務課　内線 1122・1129

　

旧
東
町
の
表
彰
式
は
３
月
６
日
、
長
島
町

（
旧
東
町
）
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。
昨
年
末
の
納
期
限
内
に
完
納
し
た

12
組
合
長
に
「
納
税
最
優
秀
賞
」、
今
年
２

月
末
日
ま
で
に
完
納
し
た
３
組
合
長
に
「
納

税
優
秀
賞
」、
納
税
に
対
し
躍
進
的
功
労
が

あ
っ
た
５
組
合
長
に
「
納
税
努
力
賞
」
が
贈

ら
れ
、こ
れ
ま
で
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

旧
長
島
町
の
表
彰
式
は
３
月
11
日
、
役
場

大
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
す
べ
て
の
税

目
に
お
い
て
納
期
内
の
完
納
を
達
成
し
た
馬

込
自
治
公
民
館
長
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
、

続
い
て
２
月
末
日
ま
で
に
完
納
し
た
６
納
税

組
合
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

税
金
は
、
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら
し
が
で

き
る
た
め
の
『
社
会
共
通
の
会
費
』
で
す
。

今
年
も
、
納
期
内
の
納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
町
で
は
口
座
振
替
制
度
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

納
税
功
労
者
表
彰

　　

旧
東
町
納
税
最
優
秀
賞

　
　
　
　
　
　
（
12
月
末
日
完
納
）

　

山
門
野
上　
　
　
　

ノ
上
正
二

　

市
来
崎　
　
　
　

片
下　

美
俊

　

山
門
野
下　
　
　

増
田　

義
勝

　

杉
ノ
段　
　
　
　

枦
元　

博
昭

　

西　
　
　
　
　
　

川
添　

康
成

　

川
床
上　
　
　
　

福　
　

勝
行

　

加
世
堂　
　
　
　

渡
邊　

昭
光

　

牧　
　
　
　
　
　

岩
下　

貞
志

　

川
床
下　
　
　
　

追
田　

繁
喜

　

桂　

代　
　
　
　

中
津
チ
サ
子

　

矢　

堂　
　
　
　

福
山　

五
男

　

梅
ノ
木
山　
　
　

竹
田　

勝
男

　　

旧
東
町
納
税
優
秀
賞

　
　
　
　
　
　
（
２
月
末
日
完
納
）

　

川
床
中　
　
　
　

飯
尾　

舜
平

　

火
ノ
浦　
　
　
　

宮
内　

一
四

　

田
尻
東　
　
　
　

瀬
戸　

輝
彦

　　

旧
長
島
町
納
期
内
完
納

　

馬　

込　
　
　
　
　

田　

重
則

　　

旧
長
島
町
平
成
18
年
２
月
末
日
完
納

　

蔵
之
元
上　
　
　

鳥
越　

法
信

　

蔵
之
元
中　
　
　

浦　
　

文
夫

　

蔵
之
元
下　
　
　

田
邊　
　

蔀

　

渡　

釜　
　
　
　

増
田　

重
尚

　

川　

内　
　
　
　

中
村　

一
紀

　

城
川
内
中　
　
　

菊
池　

憲
夫

平成１８年度　町税納期一覧

　

　納税思想の普及、啓発と自主納税に尽力された方々を
表彰する「税功労者表彰式」が旧両町で開催されました。

旧
町
で
『
納
税
功
労
者
表
彰
式
』
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社会教育課　電話 0996-88-6500

　

町
内
の
体
育
施
設
の
使
用
時
間
や

休
館
日
が
、
３
月
20
日
か
ら
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

　

体
育
施
設
の
使
用
許
可
申
請
は
、

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
長
島
町

文
化
ホ
ー
ル
内
）
お
よ
び
教
育
委
員

会
教
育
総
務
課
分
室
（
長
島
町
開
発

総
合
セ
ン
タ
ー
内
）
で
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。

　

休
館
日
は
、
12
月
29
日
か
ら
翌
年

１
月
４
日
ま
で（
非
常
時
等
を
除
く
）

の
年
末
年
始
だ
け
で
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
増
進
な

ど
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

体育施設の使用時間変更

長島町総合体育館

長島町城川内運動場
長島町川床
コミュニティ運動場

長島町多目的ホール

長島町弓道場長島町鷹巣運動場

住所：鷹巣 1924-3
時間：8：30 ～ 22：00
施設：200 メートルト
ラック、ソフトボール
（野球）、ナイター設備

住所：鷹巣 3653
時間：8：30 ～ 22：00
施設：バレーコート、
バスケットボールコー
ト、バトミントンコー
ト、テニスコート、卓
球台、ステージ

住所：城川内 873 番地 3

時間：8：30 ～ 22：00
施設：200 メートルト
ラック、100 メートル
コース 、ソフトボール 
ナイター設備

住所：指江 1546-3 
時間：8：30 ～ 22：00
施設：体育館、武道館、

住所：長島町川床 1550
時間：8：30 ～ 22：00
施設：グラウンド 2面、
ナイター設備（1面のみ）

住所：鷹巣 3657
時間：9：00 ～ 22：00
施設：弓道専用 5人立ち

住所：鷹巣 3650
時間：8：30 ～ 22：00
施設：バレーボールコー
ト、バトミントンコー
ト、柔道・剣道、卓球台、
ステージ

長島町 B＆ G
海洋センター体育館
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　【問い合わせ先】
　（財）かごしまみどりの基金
　℡ 099-225-1426

　ゴールデンウィークがやって
　きます

　ゴールデンウィークも間近！　長
期休暇（Ｌ休暇）導入により、心身
のリフレッシュを図りませんか。
　Ｌ休暇とは、働く人が活力をもっ
て生き生きと働くためにも、しっか
りと休み、働き方や家族・地域との
関係を含めて生き方（Life）を考え
る契機となるような長期 (Long) の
休暇のことです。
　年次有給休暇の取得について、
「ためらい」を感じている労働者は
68.6% にのぼり、その理由として「み
んなに迷惑がかかるから」「後で多
忙になるから」があげられています。
　ゴールデンウィークの時期は、国
民の祝祭日が集中していることや気
候的に恵まれていること等、連続休
暇を取得するために最も適した時期
の一つです。この機会に、労使で業
務遂行体制・組織・社内風土等のあ
り方について話し合い、休暇取得の
ルールをづくりを図りましょう。

　【問い合わせ先】
　鹿児島労働局監督課
　℡ 099-223-8277

　平成１８年度　全国安全週間

　厚生労働省では，産業界における
自主的な労働災害防止活動を推進す
るとともに、広く一般の安全意識の
高揚と安全活動の定着を図るため、
7月 1日から 7日までを「全国安全
週間」としています。
　なお、6月は、全国安全週間の準
備期間です。
　準備期間には，各事業所において、

日常の安全活動の総点検を行い、安
全活動の定着と安全水準の向上を図
り、本週間には安全パトロールなど、
本週間にふさわしい行事を行うこと
となっています。
　これを機会に、職場にある危険有
害要因を洗い出し、災害につながる
危険をなくすよう改善を進め，関係
者が協力して組織的、計画的かつ継
続的な安全管理活動を実行していき
ましょう。

　【問い合わせ先】
　鹿児島労働局安全衛生課
　℡ 099-223-8279

　春の農作業事故ゼロ運動

　

　

　4 月は、「春の農作業事故ゼロ運
動月間」です。
　農業機械利用による農作業事故を
防ぐため、次のことに注意し、安全
に心がけましょう。 
　ゆとりをもった無理のない農作業
をしましょう。 
　機械や作業場所の整備・点検を事
前に行いましょう。また、農作業中
における機械の整備・点検の際も、
必ず主電源およびエンジンを止めて
から行いましょう。 
　ほ場への進入路や段差には十分注
意し、転落・転倒しないようにしま
しょう。 

　一般道路での走行では、低速走行
や一時停止などにより他の車両に十
分注意しましょう。また、安全のた
め反射材などを付けましょう。 
　農作業中の安全を確保するため、
明るいうちに、複数の人で作業しま
しょう。 
　農作業に出かける前に家族などに
一声掛け、所在などを明らかにしま
しょう。 

『農機作業　慣れと油断が　まねく
事故』

　【問い合わせ先】
　県庁経営技術課 
　℡ 099-286-3155

　５月は「水防月間」です

　県民一人ひとりが水防活動の意義
および重要性について理解し、水防
意識の向上を図るために、5月 1日
から 5 月 31 日までを「水防月間」
と定めています。
　これから秋にかけては、台風をは
じめ、梅雨前線による大雨や、突然
の集中豪雨などにより、洪水などの
被害が発生しやすい時期です。
　県のホームページで提供している
雨量・水位情報や各種警報・注意報
などの気象情報に注意したり、避難
場所・避難経路を事前に確認したり
するなど、ご家庭での風水害対策を
万全にしておきましょう。
　また、水害の危険が予想される非
常時には、みなさんに水防活動への
協力をお願いすることがあります。
水防活動がスムーズに効果的に実施
できるように、水防活動へのご理解・
ご協力をお願いします。　

　【問い合わせ先】
　県庁河川課
　℡ 099-286-3590

INFORMATION
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税 くらし

　自動車税は５月 31 日までに
　おさめましょう

　自動車税は、毎年 4 月 1 日の自
動車の所有者または使用者に納めて
いただく税金です。
　平成 18 年度の自動車税の納期限
は 5月 31 日（水）となっています。
鹿児島県の自動車税は金融機関や郵
便局のほかに、コンビニでも納める
ことができます。5月に納税通知書
が送付されますので、是非ご利用く
ださい。
【取扱いのできるコンビニ】
エブリワン、ココストア、サークル
Ｋ、サンクス、セブン－イレブン、
ファミリーマート、ローソン
　　　　　　　　　　　（五十音順） 
　災害によって自動車に損害を受け
た方や、一定の要件に該当する身体
障害者または精神障害者の方のため
に利用される場合は、自動車税が免
除されますので、お早めにご相談く
ださい。

　【問い合わせ先】
　自動車税管理事務所
　℡ 099-261-5611

　変わります！自動車税の「月
　割計算」

　平成 18 年 4 月 1 日 ( 土 ) から県
域を越える自動車の転出入における
自動車税の月割計算が廃止されま
す。
　引っ越しや売買によって自動車の
ナンバーが他の都道府県のナンバー
に変わっても、その年度における自
動車税の月割計算による還付や新た

な課税がなくなります。
【例えば】
　4月 1日現在に住んでいた A県で
自動車税を納めました。
　その後、B県へ引っ越し、B県の
ナンバーに変更登録しました・・
　今までは、B県からは自動車税が
月割で新たに課税され、A県からは
自動車税が月割で還付されていまし
た。 
　平成 18 年度以降は、月割計算に
よる新たな課税も還付もなくなり、
引っ越し先の B 県からは翌年度分
から自動車税が課税されます。 

　【問い合わせ先】
　県庁税務課
　℡ 099-286-2202
　自動車税管理事務所
　℡ 099-261-5611

　障害者に対する自動車税・自
　動車取得税の減免があります

　県では、身体障害者や精神障害者
が取得し、または所有する自動車（精
神障害者または 18 歳未満の身体障
害者については、生計を同一にする
者の所有を含みます。）について、
次のような一定の要件に該当すると
きには自動車税および自動車取得税
を減免しています。
○身体障害者が日常生活用として運
転する場合 
○生計同一者が専ら身体障害者等の
通学、通院、通所または生業のた　
めに運転する場合 
○身体障害者等のみで構成された世
帯で生活する身体障害者等の通学、
通院、通所または生業のために常時
介護する者が運転する場合など 

　【問い合わせ先】
　県自動車税管理事務所
　℡ 099-261-5611

　

　住宅用火災警報器の設置義務

　住宅火災による人的被害を軽減す
るため、すべての住宅に「住宅用火
災警報器」の設置が義務付けられま
す。
○適用時期
・新築の住宅
　平成 18 年 6月 1日から　 
・既存の住宅
　平成 23 年 5月末日までに設置 
○設置場所 
　就寝の用に供する居室（寝室）　 
　寝室がある階の階段など 
●消防署・消防団が販売することは
ありません。悪質な訪問販売にご注
意下さい。 

　【問い合わせ先】
　阿久根地区消防組合
　東分遣所　℡ 0996-86-0119
　長島分遣所　℡ 0996-88-5333

　緑の募金にご協力を

　今年も「春期緑の募金運動」が始
まっています。
　緑の募金は、私たちに多くの恵み
を与えてくれる森林やみどりを守り
育てるため、「緑化活動」や「森林
づくり活動」に役立てられています。
　皆さまのご協力をお願いします。 
○緑の募金期間
　2月 1日 ( 水 ) ～ 4 月 30 日 ( 日 ) 
○募金の使途
・公共施設や道路などでの緑化活動 
・下刈りや間伐などの森林づくり活動 
・森林ボランティア団体や緑の少年
団への活動助成 
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伊唐小２年
かも川　そう一ろう

伊
唐
小

　

第
42
回
南
日
本
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式

が
３
月
11
日
、
鹿
児
島
市
の
南
日
本
新
聞
会
館

み
な
み
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
児
童
15
人
の
伊
唐

小
学
校
（
春
木
寛
治
校
長
）
が
３
部
門
で
最
高

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
鹿
児
島
、
宮
崎
両

県
の
１
７
１
校
か
ら
４
７
９
作
品
が
寄
せ
ら

れ
、
各
学
年
の
最
優
秀
作
品
に
贈
ら
れ
る
特
別

賞
を
、
２
年
の
鴨
川
総
一
朗
君
と
６
年
の
丸
橋

雄
吾
君
が
受
賞
。
学
校
の
最
高
賞
と
な
る
文
部

科
学
大
臣
賞
に
伊
唐
小
学
校
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

鴨
川
君
は
昨
年
に
続
い
て
２
度
目
の
快
挙
で

す
。
こ
の
ほ
か
、
同
校
か
ら
は
１
年
の
堂　

慶

次
郎
君
が
特
選
二
席
、
３
年
の
鴨
川
麗
菜
さ
ん

が
入
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

全
校
体
制
で
書
く
活
動
を
取
り
入
れ
て
き
た

同
校
。
文
部
科
学
大
臣
賞
の
受
賞
で
「
小
さ
な

特
別
賞
に
鴨
川
君　

丸
橋
君

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
と
先
生
方
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伊唐小６年
丸橋　雄吾

学
校
で
も
や
れ
ば
で
き
る
」
と
確
信
し
、
児
童

の
表
情
は
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
特
別
賞
を
受
賞
し
た
２
人
の
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。

※
児
童
の
学
年
は
、
す
べ
て
受
賞
当
時
の
学
年

で
す
。
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休日の在宅当番医

５月　3日 鷹巣診療所
　　　　　　　　　　　　℡ 0996-86-0054
５月　4日 長島クリニック
　　　　　　　　　　　　℡ 0996-88-6405
５月　5日 平尾診療所
　　　　　　　　　　　　℡ 0996-88-2595
５月　7日 飯 尾 医 院 
　　　　　　　　　　　　℡ 0996-88-5040
５月 14 日 鷹巣診療所
　　　　　　　　　　　　℡ 0996-86-0054
５月 21 日 長島クリニック
　　　　　　　　　　　　℡ 0996-88-6405
５月 28 日 平尾診療所
　　　　　　　　　　　　℡ 0996-88-2595

休日の歯科在宅当番医

５月　3日 白男川歯科医院
　　　　　　　　　　　　℡ 0996-63-0009
５月　4日 白男川歯科医院
　　　　　　　　　　　　℡ 0996-63-0009
５月　5日 久木田歯科医院
　　　　　　　　　　　　℡ 0996-73-0470
５月　7日 塩山歯科医院
　　　　　　　　　　　　℡ 0996-62-2634
５月 14 日 スマイル歯科医院
　　　　　　　　　　　　℡ 0996-75-3300
５月 21 日 福留歯科医院
　　　　　　　　　　　　℡ 0996-62-0978
５月 28 日 宮薗歯科医院
　　　　　　　　　　　　℡ 0996-73-3222

　

　生後 91日以上の犬には、登録と狂犬病予防注射が義務付
けられています。
　４月２６日から５月２日（土・日・祝・祭日を除く）まで、
町内各地で狂犬病予防注射が実施されます。対象者には問診
表を配布しますので、当日は必要事項を記入のうえご持参く
ださい。
　なお、生後９１日以上の犬を、登録されていない方は役場
へ届け出ましょう。

狂犬病予防注射はなぜ必要か？
　◎人の問題
　　狂犬病は人間を含むすべてのほ乳類が感染し、発症すれ
　ば、ほぼ１００％死亡します。
　◎動物の問題
　　狂犬病は世界多くの国でほ乳動物に発生しており、日本
　に侵入する危険性は常にあります。
　◎犬の問題
　　狂犬病にかかって一旦発症すると、ほぼ１００％死亡し
　ます。
狂犬病予防注射を受ける時の注意事項
　１　犬はしっかり保定できる人が連れて来てください。
　２　注射前、注射後はできるだけ安静にし、激しい運動は
　　　さけてください。
　３　注射後異常があったらすぐに獣医師に相談してくださ
　　　い。
　４　注射後、約２週間くらいは他の予防注射は受けないで
　　　ください。
　５　妊娠、授乳中の犬は予防注射を避けて、後日うけてく
　　　ださい。
登録・狂犬病予防注射手数料は
　狂犬病予防注射料金（消費税含む）・・・・・２，４５０円
　その他手数料
　　１　狂犬病予防注射済票交付手数料・・・・・５５０円
　　２　新規登録料（生涯１回）・・・・・・・３，０００円

　◎問い合わせ先　役場保健衛生課　内線 1104

人と犬が共存できる社会をめざして

犬を飼ったら登録しましょう

毎年１回は狂犬病予防注射を受けましょう

■編集後記　▽いよいよ新生「長島町」がスタート
しました。親しまれる広報紙が作成できるよう駆け

回って情報を収集したいと思いますので、町民の皆さ

んのご協力をお願いします。▽ 第 42 回南日本作文コ

ンクールで、文部科学大臣賞を受賞した伊唐小学校。

同校の春木寛治校長は、地域の中にある感動体験を『子

どもたちの宝物』と呼びます。今回の受賞は、子ども

たちが心をひらき、『宝物』を見つけ出す力を身につ

けたからだそうです。▽同コンクールでは、平尾小学

校の永岡唯さんも特選三席に入選しており、町内のど

こにでも転がっている日常体験が、いかに素晴らしい

経験であるか、小学生に教えてもらいました。▽新町

が誕生した今、私たちは長島ならではの『宝物』を生

かし、誇りを持って住める町を築き上げていかなけれ

ばならないのではないでしょうか。　　　（濱　口）
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　感謝と希望を胸に　さあ旅立とう
　町内の小・中学校１６校で卒業式があり、恩師や保護者が立
派に成長した子どもたちの巣立ちを、盛大に祝いました。
　３月１４日に開かれた旧町最後の中学校卒業式。卒業生たち
は、思い出をともにつくってきた仲間との別れを惜しみながら、
感謝と希望を胸に、それぞれの進路へと旅立っていきました。
　新町として初めてとなった３月２３日の小学校卒業式では、
ひとつひとつ積み重ねてきた６年間の経験を振り返り、身体と
ともに大きくなってきた児童の心の成長を喜びました。卒業生
たちは、中学校生活への期待を膨らませながら、古ぼけたラン
ドセルに「ありがとう」とことばを贈り、学校をあとにしました。

卒業証書を受け取り、新たなスタートを切る卒業生（川床中）

「大きくなったよ」と保護者の前を退場していく卒業生（平尾小）


